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Ｑ９： 体力つくりに関わる年間指導計画とはどのようなものか。また、どのような
ことに留意して作成したらよいか。

Ａ： 体育・健康に関する指導の全体計画（Ｑ＆Ａ体育・健康に関する指導の全体計画）に基づき、
体育・健康に関する指導に関わる様々な教育活動について、それぞれの年間指導計画を作成す
ることになる。
ここでは、体力つくりにかかわる年間指導計画の一例を示す。作成に当たっては、児童生徒
の発達の段階や新体力テストの結果等から把握した実態を踏まえ、一年間、実践してきた内容
についての分析・評価を基に立案する必要がある。その際、全身的な発育・発達や全面的な体
力の向上を促すとともに、主体的に児童生徒が体力の向上に取り組むために、課題の改善だけ
に目を向けた対策だけではなく、運動意欲や運動への意識を高めるという面からの対策も検討
することが大切である。

（例）体力向上年間指導計画 小学校５年【Ａ小学校】から

区 分 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ３ 月
重 点 目 標 ・今年度の体力向上の ・新体力テストの結果 ・梅雨時の体力つくり ・１年間のまとめをし

めあてをもとう を体力つくりに生かそう を工夫しよう よう

学 年 目 標 ・１年間を通して取り ・自分の体力を知り、 ・室内でできる体力つ ・１年間を振り返り、
組む運動を決めて、 強化する運動を決め くりに工夫して取り ６年生へのめあてを

方法を考えよう よう 組もう もとう

体力・健康増進部 ・体力・健康推進部会 ・新体力テスト実施 ・スポーツ集会の準備 ・今年度のまとめ(分

の組織化 ・新体力テストの結果 析・評価)

・各種活動計画作成 の分析に応じた各計 ・次年度の計画立案

・新体力テスト準備 画の修正 ・遊具等の確認
儀式的行事 ・始業式(集団行動) ・卒業式(準備・片付け含む)

学 ・入学式(集団行動) ・修業式(準備・片付け含む)

文化的行事 ・芸術鑑賞会(プロの技) ・伝統文化学習(先人の技) ・クラブ発表会

特 校 健康安全・ ・健康診断 ・薬物乱用防止教室 ・避難訓練(防犯教室) ・通学班編制

体育的行事 ・通学班編制 ・新体力テスト ・知能検査 ・なわとび大会

行 ・交通安全教室 ・健康診断 ・プール開き
別 遠足・集団 ・春の遠足 (徒歩ハイ

事 宿泊的行事 キング)

勤労生産・ ・縦割り農園活動

活 奉仕的行事 ・プール清掃

学 保 健 ・大切な歯

級 安 全 ・安全な登下校

動 活 給食(食に関 ・好き嫌いなく食べよう
動 する指導) ・給食指導

児 童 会 活 動 ・１年生を迎える会(外 ・全校ボランティア活動 ・スポーツ集会 ・６年生を送る会 (お

遊びゲーム大会) ・ふれあい学習話合い ・給食集会 別れチャレラン)

体 育 ・短距離走 ・ハードル走 ・体つくり ・ボール運動 (ゴール

教 ・リレー ・走り幅跳び 型))

・けがの防止
科 その他の教科等 ・社…米づくりのさか ・社…水産業のさかん ・理…魚のたんじょう

んな庄内平野 な枕崎市 ・社…これからの食料

等 ・道…メジャーリーガー ・家…どのように生活 生産とわたしたち

・イチロー しているかな ・道…母とながめた一番星

業 間 ・ 休 み 時 間 ・業間運動 ・業間運動 ・なわとび

火 サーキット運動 ・新体力テストの結果 火…クラス運動 短縄、長縄など
金 集団行動 による内容の修正 金…清掃班運動

郡 市 町 大 会 ・郡市陸上大会 ・町陸上大会

家庭・地域との連携 ・地域の体育的行事の確認 ・新体力テスト実施の ・新体力テストの結果

・体力向上たよりの発 通知 報告(児童・保護者)

行（毎月） ・健康診断の結果通知

・体育の宿題 ・水泳実施の通知

☆例えば、放課後や家庭で運動や外遊びをするたびにスタン ☆学校・学年だより、体力向上たより等で保護者にも伝え、

プが押される「スポーツスタンプカード」を作成したり、 子どもの体力の現状を、認識してもらう。

運動の習慣付けのために「体育の宿題」を課したりする。 ☆家庭で「体への認識・価値観」を育成する機会にする。

☆与えられた課題が楽しく行えるような動機付けの工夫を行

うとともに、きちんと成果を評価することが大切である。 ※｢時間・空間・仲間」の「３間」を提供するように意識する。

※中学校においても本例を参考に作成する。

☆仲間や友達と一緒に運動や遊び

ができる時間を多く設定する。

☆いろいろな遊びを紹介し、仲間

や友達と一緒に運動や遊びがで

きる時間を設定する。

☆学校教育活動全体で行われ
ることから、教科部会以外
に、専門委員会として組織
化することも考えられる。

☆意欲を高め、自主的に運動に取
り組むことができるように運動
内容にかかわるカードを配布す
ることも考えられる。。

☆例えば、放課後や家庭で運動や外遊びをするたびにスタン

プが押される「スポーツスタンプカード」を作成したり、

運動の習慣付けのために「体育の宿題」を課したりする。

☆与えられた課題が楽しく行えるような動機付けの工夫を行う

とともに、きちんと成果を評価することが大切である。

☆学校・学年だより、体力向上たより等で保護者にも伝え、
子どもの体力の現状を、認識してもらう。

☆家庭で「体への認識・価値観」を育成する機会にする。

【方針】

☆体育的行事を積極的

に企画する。協力、競い合い、

記録への挑戦など多くの達成感が味わえる内容にする。
☆学校生活の中の運動と学校行事を有機的に関連付ける。

限られた時間枠を有効に活用する！
【留意点】

☆体力向上の年間指導計画が教科や特別活動などと、

どのようにかかわり展開していくか、

実態に応じた推進計画を作成する。

また、心と体の一体化を意識するとともに、学校保健

・学校安全・食に関する指導などの各計画との関連を図る。

教師が目標を共有すること！

限られた時間枠を有効に活用する！

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m53/system/desaki/desaki/documents/1269342210690.pdf

